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ま
え
が
事
時

九
符
月
三
十
日
綴
十
誌
の
予

算
の
使
級
品
仏
、
泌
、
奴
入
mり

品
杭
災
、
財
血
路
、
公
体
問
及
び

一
叫
持
出
国
入
金
の
淡
夜
宮
向
な

ど
を
灰
く
幼
閣
が
句
ん
に
お
知

ら
殺
す
る
の
を
財
政
の
公

授
と
呼
ん
で
お
り
ま
す
。

と
れ
は
年
一
一
関
行
な
う
よ

う
に
な
っ
て
お
り
、
今
開
聞

は
本
年
度
上
半
期
分
〈
問
問

日
月
一
日
か
ら
九
月
来
日
ま

で
〉
に
つ
い
て
お
知
ら
合

い
た
し
ま
す
。

議開近い岡営韓 E喜

叫
判
柑
開
予
知
叫
注
目
一
市
総
日
持
品
勺

治
方
自
治
法
第
二
百
時
間

十
m
開
条
銃
一
環
及
び
我
係

予
防
隊
致
事
僚
の
伶
波
及

び
公
表
に
掴
附
す
る
条
制
闘
に

慈
一
き
、
防
出
W

品
財
政
事
情
者

次
の
よ
う
に
公
表
す
る
。

開
明
お
お
年
H
H
同
月
災
話

我
孫
子
狩
幾
宮
本
一
文
一
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予
纂
の
使
用
状
況

一
総
会
計
の
砕
昨
年
耐
脱
税
事
終
予

築
制
糊
一
億
一
子
問
問
材
対
余
万
円
w
h

対
し
、
心
や
年
問
問
は
師
協
に
一
綴
一
一
一

千
問
問
後
余
万
円
と
い
う
笠
字
が

…
閉
す
よ
う
に
約
一
一
千
万
m
円
の
伸

長
が
み
ら
れ
ま
す
9

五
つ
め
特
別
会
計
に
つ
き
ま

し
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
伶
び
て
お

ち
ま
す
が
、
予
算
の
使
用
状
況

は
、
齢
制
総
に
甘
強
い
て
術
開
惚
刊
に
逐

滅
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
一

持
借
入
念
の

C
氾
A
A
に
も
も
な
ら

ず
に
今
日
に
及
ん
で
い
ま
す
。

鳩
前
腕
明
金
と
起
一
蹴
摘
が
年
度
末
に

な
る
俊
市
唱
会
絞
め
役
宅
建
肌
慨
は

十
一
月
期
勾
の
竣
ヱ
そ
際
線
に

ヱ
獲
が
巡
ゐ
ら
れ
て
お
哲
ま
す

が
、
…
帥
限
会
計
の
疑
念
繰
り
に

よ
っ
て
お
ち
ま
す
ω

各
会
計
の
予
繁
使
用
状
況
及

び
本
年
僚
の
お
も
な
纂
難
燃
の
遂

行
状
滋
は
刻
表
の
と
お
ち
で
す

収

入

の

状

況

級
入
の
様
様
で
あ
る
向
山
儲
凶
体

的
年
間
制
崩
の
収
入
歩
合
と
比
絞

す
る
と
、
は
体
出
時
間
川
率
で
す
が
、

わ
ず
か
に

0
・
六
%
だ
け
今
年

燃
は
務
ち
て
い
ま
す
。
予
算
出
W

伸
長
と
い
う
こ
と
も
あ
ち
ま
す

が
、
史
上
経
大
の
曲
紙
作
が
今
後

mv
仙
刺
殺
に
好
郎
附
惨
な
及
ぼ
す
も

の
と
嗣
期
待
し
て
お
ち
ま
す
。

盛
岡
出
線
級
保
険
の
絞
入
は
隊

総
で
、
時
吋
年
九
月
後
mw
絞
入
の

七
ガ
を
上
悶
悶
る
好
成
銭
安
総
め

て
お
り
ま
す
。

住
宅
余
計
の
収
入
は
続
時
制
金

の
交
付
が
路
地
れ
て
い
る
た
め
、

昨
年
制
約
織
に
比
絞
す
る
と
大
一
線

に
収
入
の
城
内
少
が
あ
ち
ま
ず
。

家
賃
収
入
も
総
体
約
に
み
て
+
山
帽

子
怒
れ
ぎ
み
の
よ
う
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
一
の
仲
枕
脚
部
時
措
設
に
支
附
陣

が
あ
れ
ツ
ま
ず
の
で
、
約
掛
時
総
申
也

に
入
燦
さ
れ
て
い
る
方
同
持
、
条

制
問
に
定
め
ら
れ
て
お
る
と
お
号

毎
月
二
十
滋
日
ま
で
に
嫌
疑
念

日
約
入
し
て
下
さ
る
よ
う
お
機
い

い
た
し
ま
す
。

一
線
備

λ
金
の
状
況

九
月
一
一
一
十
口
M

双
夜
、
一
時
俄

入
金
は
あ
ち
ま
せ
ん
。

ハ
3
ペ
ー
ジ
ヘ
緩
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第
一
一
一
間
菱
正
予
算
は
五

O
四
万
円

…
~
第
三
闘
録
制
側
約
談
会
は
、
九
月
三
十
日
か
ら
七
路
間
関
に
わ
た
ゆ
で
潔
か
れ
、
第
一
一
一

g
…

一
一
一
会
計
滋
加
更
疋
予
察
な
ど
九
件
げ
な
脱
出
緩
ん
可
決
あ
る
い
は
同
意
可
決
、
検
知
的
小
学
絞
削
刈
沼

山
の
排
水
絡
件
以
に
関
す
る
鵠
錦
繍
な
ど
一
一
一
講
師
蹴
・
砕
い
綴
知
れ
し
、
さ
ら
に
談
員
提
案
に
よ
る
勾
議
会

一
一
滋
ば
践
の
祭
料
棋
を
総
-m/ナ
る
条
例
祭
〈
新
設
〉
な
ど
九
件
を
委
員
会
に
議
官
宜
を
付
録
し
て
制
限

目
絞
察
官
立
と
し
、
十
万
六
日
に
糊
閉
会
し
ま
し
た
。
以
下
、
こ
れ
ら
務
蜘
無
料
汁
の
内
線
絡
に
つ
い

て
附
附
蹴
栴
に
お
向
開
示
り
吠
い
た
し
ま
す
。

総
判
官
ま
つ
、
秋
谷
…
燃
の
教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務

湾
氏
を
品
税
務
璃
常
災
に
一
得
径
袴
筋
線
に
開
閉
す
る
条
例
の

総
務
ま
つ
、
秋
袋
一
郎
減
数
…
録
改
正
〈
潔
棚
橋
可
決
)

育
委
員
の
佼
燃
が
、
九
月
一
一
子
晶
子
百
訟
の
給
料
を
漁
網
制
改
正

設
な
も
っ
て
滋
了
し
た
た
め
、
し
た
も
の
で
す
。

後
任
の
料
税
対
数
制
践
と
し
て
絡
体
仙
波
篠
予
防
総
判
別
毅
の
機
関
践

の
帯
竹
佼
附
間
意
を
求
ぬ
よ
た
も
の
匂
で
薬
品
吊
勤
の
も
の
の
毅
開
閉

抽
出
谷
ま
つ
氏
同
肺
機
勝
一
致
、
秋
及
び
擦
問
問
弁
擦
に
剛
闘
す
る

谷
…
郎
氏
は
大
多
数
の
然
成
を
議
例
の
一
朝
即
時
胤
盗

絡
で
同
出
品
一
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
〈
原
案
可
決
〉

務
総
サ
T
酢
町
長
、
品
期
役
及
び
級
官
持
委
員
会
惜
別
減
袋
、
教
育

収
入
役
の
給
与
等
に
関
す
委
員
ハ
紋
W
阿
長
で
あ
る
県
知
説
刊
を

あ
各
市
開
抑
制
"
棋
朝
間
総
持
除
く
〉
、
曲
時
議
録
災
会
会
長
、

ハ
療
薬
可
決
〉
農
業
察
隊
!
滋
挙
管
湘
税
務
吋
阿
波
再

ζ

の
条
側
関
は
、
従
※
の
我
村
部
品
常
災
幌
町
、
選
数
斡
給
総
炎
語
、
数

ヴ
ナ
姥
拙
村
別
絞
め
附
機
関
州
市
り
給
与
ゑ
交
委
員
〈
融
不
殺
者
〉
の
終
的
削
月

び
旅
淡
に
開
削
す
る
条
例
に
か
わ
綴
お
よ
び
設
潔
山
紳
商
務
省
、
総
出
前

る
も
の
で
、
公
役
の
給
料
お
よ
管
四
唱
者
、
援
科
学
長
、
抗
旗
開
州
説
会

び
終
絞
殺
滋
掛
制
改
}
止
し
た
も
の
入
、
淡
挙
(
同
肉
親
泊
〉
立
会
人
の

で

す

。

相

椋

制

問

日

緩

や

~

数

時

制

改

疋

し

た

も

の
で
す
。

町
談
会
議
長
の
線
機
世
帯
に

問
問
す
る
象
附
例
mw
一
部
後
一
広
我
終
予
防
期
間
開
四
億
療
保
険

酬
明
条
期
間
の
一
線
放
五

(
原
線
絞
浜
〉

議
長
、
総
後
岡
山
町
、
常
任
波
誠
〈
腐
思
議
常
決
〉

祭
及
び
後
負
の
却
抑
制
問
仇
気
取
抑
制
改
災
前
の
汚
射
訓
練
淡
判
例
で
は
、

一
止
し
た
も
の
で
ず
。

び議b広

る
仙
悦
船
体
恰
問
者
刊
か
、

ま
た
は
綴
災
然
時
間
法
の
緩
ん
父
に

よ
る
被
加
保
険
者
の
災
絡
を
緊
縛

し
た
担
制
令
、
筏
民
総
臨
時
保
険
制
樹

、
と
儀
後
総
時
間
仲
間
ま
た
は
飯
島
同
探

検
仲
間
の
線
内
燃
に
主
る
探
検
制
刊
と

か
年
二
時
臓
に
徴
収
さ
れ
る
と
い
う

不
合
建
設
絞
め
た
も
の
守
、
後

直
前
官
級
は
前
号
に
棚
抑
制
戦
し
て
あ

ち
ま
ず
か
ら
ど
参
開
聞
く
だ
さ
い

第
三
問
一
般
会
計
途
加
す
交

正
予
算
ハ
際
祭
可
決
〉

ん
誌
の
追
加
額
は
笈
苔
コ
一
万

入浴分 六爆五
万三定二 i豊三子脅l'千
六 3安否納入手予至宝
手渡7L財チ算要王
将税十 i察官立重言問
、現ーは資はで

t来年フゴ河内一
予電波 gg~主主義窓こ
問分千言語な三去れ
!忍 a聖書現りこ子ま
3量六 ã&手ま九可?に-.'.._'，コつ"~.-~'ど
後十円凌す商の

河、時明
λ

波
及
び
掴
用
品
問
抽
出
金
十
五
万
六

千
五
百
田
村
、
然
一
ニ
小
学
校
綴
ぬ

隣
人
物
官
附
会
十
万
m
仰
と
な
っ
て

い
ま
す
。

淡
却
制
制
の
お
も
・
は
る
後
途
は

一
…
愛
、
議
録
、
教
育
長
な
ど
の

給
料
材
、
抑
制
践
の
改
廷
に
よ
る
付
粧

品
拭
と
技
師
附
岬
側
双
の
給
務
と
し
て

八
十
関
万
八
千
田
川
、
附
蛾
時
封
の
超

滋
勤
務
子
高
ヰ
及
び
コ
一
役
、
織
削
減

数
一
時
叶
授
の
品
開
終
盤
サ
彼
氏
に
よ
る

綴
交
手
当
滋
綴
分
と
し
て
五
十

問
問
万
六
乎
肉
、
時
附
昨
吋
附
州
向
災
の
賃

金
と
し
て
笈
十
万
閉
口
、
実
際
後

と
し
て
八
十
万
円
、
紺
刺
市
計
一
衝

の
咽
耐
乏
品
質
簿
と
L
て
六
十
一
一
万

筒
、
然
公
小
学
校
の
撒
捌
百
問
時
間
入

総
武
と
し
て
十
万
m
丹
、
遺
族
後
綴

檎
時
制
金
簿
価
問
祉
関
係
v
h
五
十
万

m
問
、
伝
染
病
予
叫
間
紫
等
保
健
偲
期

金
関
係
w
h
m
悶
十
九
万
一
ニ
ヰ
sm
問、

一
万
問
問
、
措
抑
制
栴

処
分
委
託
料
と
し
℃
十
五
万
回
日

間
同
氏
油
開
燦
m
肉
体
問
特
別
会
計
へ
の

然
災
金
と
し
て
日
一
万
五
千
ニ
百

円
そ
の
他
と
な
っ
て
い
ま
す
令

第
二
函
特
別
会
計
額
民
健

続
線
路
間
追
加
受
注
予
維
持

ハ
療
器
用
可
決
〉

今
日
間
の
汲
対
側
側
は
二
万
引
品
中
毒

一一被
mn
で
、
こ
れ
ま
で
の
累
計

綴
は
一
千
七
潟
十
六
万
七
千
九

一向
mn
と
な
り
ま
す
。
議
和
服
財

調
酬
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

で
、
そ
の
使
途
神
山
総
数
齢
制
一
務
手

労
で
す
。
浅
か
に
若
干
の
市
内
総

災
品
作
殺
行
な
っ
て
い
ま
す
。

我
孫
子
蜘
町
線
後
鐙
条
例
の

一
線
改
正
〈
縫
鋒
晦
輪
場
品
〉

特
別
町
一
時
措
締
統
計
必
の
一
つ
で
あ

る
添
市
計
級
事
業
安
後
幾
さ
せ

る
た
め
都
衛
計
図
認
を
治
絞
す

る
と
い
う
然
伶
哨
に
す
が
、
総
務

殻
官
民
会
ハ
祭
災
後
持
拡
辺
多
内
〉

に
努
絞
殺
付
託
し
ま
し
た
。

我
孫
子
脚
内
綴
会
の
議
員
の

定
数
寄
減
少
す
る
条
例

門
紙
明
伸
腕
審
査
〉

中
村
一
夫
、
佐
久
凶
州
出
自
簿
、

村
杉
摘
出
炎
、
後
川
叫
綴
、
弁
上
然
、

滋
井
捕
時
…
一
一
、
山
良
線
絵
、
鈴
木

和
夫
、
ふ
泌
す
λ

媛
、
宝
悶
凶
カ
…
…
、

石
芥
英
次
郎
の
十
一
綴
燥
に
よ

っ
て
発
議
さ
れ
た
も
の
で
、
相
偶

十
悼
の
一
一
一
十
名
を
二
十
一
一
点
制
に
定

数
中
川
減
ら
し
、
次
の
一
総
選
数

か
ら
智
内
総
し
よ
う
と
い
う
唱
も
の

で
す
。
相
促
柑
常
務
潟
は
、
議
長
後

数
は
納
品
方
自
治
法
に
よ
ち
人
口

一
一
方
が
ら
笈
万
ま
で
の
事
酎
町
村

は
一
一
一
十
点
鳴
と
な
っ
て
お
り
、
本

附
町
の
人
口
は
附
刊
と
し
て
県
下
旬
紙

大
マ
あ
る
が
、
人
口
蕊
万
米
地
問

の
市
を
λ

昔
日
む
と
池
仇
し
て
大
で
は

な
い
。

wmw予
算
念
丸
る
と
年

々
然
強
し
、
こ
の
ま
え
A

推
移
す

る
な
ら
ば
笈
年
後
、
十
得
後
の

榊例制酬を
M
m
に
求
め
る
か
が
蓮
大

問
問
題
と
な
っ
て
く
る
e
脚
機
会
は

耐
同
ら
定
員
ふ
宮
崎
間
ら
し
、
身
を
鵠
付

す
る
に
冷
一
段
花
、
官
暗
殺
相
関
す
る

に
公
平
に
す
る
た
め
、
自
ら
綴

雲
市
ナ
ベ
く
定
数
減
少
仇
ゼ
ナ
る

と
い
う
こ
と
に
あ
ち
ま
す
。
本

件
の
緩
淡
に
つ
い
て
は
、
議
尚
昆

出
品
数
組
問
護
持
削
刺
殺
湖
周
ム
試
を
設
け

て
、
こ
れ
に
築
家
を
付
紙
し
ま

し
た
。
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日
月
初
日
は
総
選
挙
投
票
日

名
簿
に
名
前
が
載
っ
て
い
ま
す
か

あ
な
た
の
名
節
が
遂
世
帯
人
名

簿
に
絞
っ
て
お
静
ま
す
か
?

二
十
方
以
上
の
ふ
β
で
、
一
一
一
カ

月
以
上
、
と
の
附
吋
W
L

鼠
出
金
し
て

お
ら
れ
で
も
、
嚇
隣
教
人
名
簿
に

名
前
が
載
っ
て
い
な
い
人
は
、

投
棄
が
で
き
ま
仕
ん
。

採
る
十
一
月
一
一
十
震
は
策
総

隊
総
員
選
挙
の
投
富
暴
露
で
す
。

1日発行 広

「蕊~#，u.<n___，al"~I''''____'17UU み片品!??ii 詰iih

j i ι 念丸ト jggiau市内12i
j¥ 均 F迄苧℃長ろ !れド七誌日じ霊童

j謬勢秀吉んこ士:芳三…jBF225233 ii;持

ャー

‘ー・
ぴあ

ナ
。
そ
の
資
性
情
等
協
弘
次
め
漆
h'

明、ナ。

櫛
V

附
崎
和
柑
十
笠
年
十
一
月
一
円
回
以

輪
制
作
拘
後
れ
た
方
セ
昭
和
三
十

ra年
八
月
…
ロ
μ
以
前
か
ら
本

断
叫
に
屡
徐
ぢ
れ
る
方
。

wv
出
申
請
期
間

十
一
月
一
臼
か
ら
十
一
何
万
七

日
ま
で
(
午
後
蕊
持
法
明
、
〉

管制賦酔拠制剤鶴間

十
一
向
月
十
世
一
日
か
ら
十
一
月

十
六
問
問
時
誌
で

十
一
月
じ
u
H
の
午
後
五
昨
吋
を

過
ぎ
て
か
ら
繍
党
政
制
緩
市
議
委

(
申
請
番
は
晴
雄
持
議
官
綴
淡
路
H
ム訟

で
用
意
し
て
お
き
ま
す
〉
会
終

悶
附
さ
れ
て
も
名
簿
に
は
波
紋
明
、

き
ま
せ
ん
。

総
合
滋
に
お
出
で
に
な
る
と
き

同
体
制
州
絞
殺
叫
揺
れ
ず
に
ど
持
参
下

さ
い
。今

年
の
十
二
月
二
十
一
お
か

ら
来
年
に
か
け
て
油
消
滅
ぎ
れ
る

淡
水
滋
挙
人
名
簿
は
九
匁
十
笈

総
務
復
総
べ
で
十
日
月
に
恥
制
裁
さ

れ
ま
し
た
。

と
の
名
簿
は
次
の
よ
う
に
縦

覧
さ
れ
、
欄
偶
然
mw
申
立
携
関
等

を
経
て
十
二
月
一
日
十
誌
に
穣
出
血

し
ま
す
。

。
綴
酢
見
嗣
糊
四
期
(
異
端
鴫
綴
立
制
綿
織
〉

十
一
月
五
お
か
ら
十
一
月
十

九日
H

ま
で
の
十
五
日
H

問問

。
縦
覧
撒
明
続

品
料
相
郁
子
附
町
役
機

別
問
北
笈
内
務
佐
山
来
一
双

以
上
今
伎
の
綴
端
機
険
制
緩
録
選

議
a
V
九
時
記
わ
れ
る
機
充
名
簿
と
利
時

停
持
げ
ら
れ
る
基
本
名
簿
に
つ
い

て
ゆ
地
べ
ま
し
た
が
、
よ
く
緩
ん

で
い
た
だ
い
て
溺
違
い
の
な
い

よ
う
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

A

町
中
小
企
業
繁
会
貸
付
案
内

年
末
融
資
申
込
み
は
お
早
く

と
と
し
の
五
月
か
ら
中
小
食
令
後
縄
出
資
絡
本
町
内
で
一
如
体

業
務
の
方
々
に
事
業
資
金
宏
融
機
以
上
問
ニ
婁
奮
}
営
む
中
小

資
し
て
お
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま

A
A
数
泌

方
の
ど
協
力
甘
い
よ
き
綴
郊
に
貸

φ
貸
付
限
度
一
品
汁
に
つ
き
三

付
実
情
棋
を
あ
げ
、
火
へ
ん
静
静
十
万
閉
口
以
内

を
い
た
だ
い
て
お
ち
ま
す
。
や
貸
付
割
引
率
目
持
品
砕
一
一
…
抽
間
一
回
出

品+
t
A
資
金
泳
、
他
国
入
申
込
滋
③
貸
付
糊
期
間
間
一
年
以
内

が
獅
紙
泌
す
る
こ
士
が
予
怨
怒
れ
為
替
沼
崎
溌
方
法
月
帥
刷
、
そ
の
総

ま
す
の
で
、
限
ら
れ
た
由
剣
山
山
抵
減
点
常
緑
綬
人
二
人
以
ぷ

ふ
臓
の
関
係
か
ら
次
の
方
法
で
絞
傘
そ
の
他
申
込
み
は
先
勝
牒

緩
い
ま
ナ
の
で
、
ど
割
判
開
掃
に
な
附
附
守
交
付
け
、
貸
出
資
金
の

ら
れ
る
ガ
は
お
不
良
に
産
業
務
林
公
…
渓
玄
十
万
回
日
程
度
)

(
古
問
手
会
〉
の
幾
何
M

に
お
申
込
の
溺
抑
制
に
明
識
し
た
場
合
は
お

み
く
だ
さ
い
a

出
削
れ
リ
い
た
し
ま
ず
。

ハ
州
問
ペ
ー
ジ
よ
ち
の
帥
腕
骨
〉

師瑚鮎相官一品
i
m
同
年
度
諸
会
針

抽
出
築
総
符
ハ
総
続
審
査
〉

師
明
和
利
一
一
一
十
附
間
年
度
の
一
般
会

計
及
び
六
似
の
帥
村
別
会
計
ハ
密

口
四
億
康
保
険
、
阿
波
紋
ι

宅
建
設

事
業
、
古
白
挽
描
勝
海
部
ぷ
滋
務
袋
、

出
閉
獄
事
業
、
務
官
期
計
縮
問
複
数
、

後
悼
卵
子
公
益
索
時
描
V

の
決
算
制
附

浴
に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別
時
前

災
会
門
委
長
…
長
山
崎
町
慶
次
〉
を

時
瞬
時
り
て
務
部
品
を
付
託
し
ま
し
た

が
、
決
然
内
務
に
つ
い
て
は
、

議
会
の
議
決
が
な
さ
れ
ま
し
た

ら
ど
報
告
し
ま
ナ
。

十
四
慰
内
総
輯
郡
水
滋
帆
胤
崎
県

に
酪
問
ず
る
簿
緩
露
線
。

開
問
小
蜘
州
内
同
の
排
水
施
綾
に

い
関
す
る
綿
綿
蹴
制
ハ
採
択
〉

根
戸
}
h
z

滋
整
備
円
働
時
滋
改
修

に
回
向
す
る
誇
綴
議
懇

i
i
i
i
A
T
'
A
V
I
T
-
-
-

殴
お
か
ら
臨
時
議
会

十
一
月
四
釘
午
前
九
時
吋
よ
設

第
一
小
学
絞
お
よ
び
出
掛
北
中
学

校
の
機
鋒
一
ム
凝
縮
開
会
契
約
の
終

結
に
つ
い
て
務
殺
す
る
た
め
、

拍
臨
時
吋
荷
揚
時
点
置
が
関
か
れ
法
ナ
。

噛れ…:

ゆ
A

肋
で
品
川
よ
一

制

限

九

万

引

A

3

横

線

引

制

品
樹
明
争
"
*
恥
蹄
山
山

の

癌

鰍

段

。

月

開

州

け

盛
会
を
き
わ
め
た

四
小
理
科
教
育
研
究
発
表
会

終
附
同
小
学
校
で
怖
持
、
緑
年
度
づ
い
て

に
別
別
総
選
燃
救
済
げ
か
ら
理
科
「
制
桝
湾
総
械
情
安
怖
抑
制
京
総
に
す
る

問
答
沌
材
伐
に
機
泌
さ
れ
、
鋭
笈
印
刷
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」

究
念
品
箆
ね
て
き
ま
し
た
が
、
乙

M
W

銭
脊
毅
帥
械
に
必
御
前
な
環
境

の
ほ
ど
研
究
か
一
段
織
し
た
の
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い

で
、
十
月
七
日
に
品
副
総
務
父
ゑ
か
。

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ω
飼
育
栽
培
摺
相
撲
の
拙
税
減
と

叫
州
究
発
表
会
の
続
発
品
中
川
開
踊
w

h

w

地
婿
口
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

竹
新
し
い
捻
導
変
額
の
続
抽
刊
に
よ
い
か
。

の
っ
と
っ
た
制
観
察
や
実
験
は
如
紛
糾
間
帯
持
裁
緩
の
学
期
自
殺
高
め

師
門
に
為
る
べ
き
か
」
と
い
う
こ

h

と

て

こ

の

紙

芝

警

も

と

品

ず

表

札

を

掲

げ

ま

し

ょ

う

ん

グ

五
判
明
動
罫
明
川

J
J

一

郵
便
局
で
は
、
地
滞
在
ま
の
大
大
切
な
務
後
狗
ム
ザ
後
紺
概
念
、

切
な
務
緩
や
電
報
紙
ま
た
は
小
包
よ
り
一
一
溶
学
く
蕊
し
く
お
綴
け

な
ど
を
で
き
る
だ
け
卒
く
威
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に

く
お
ヂ
殺
に
お
胃
掛
け
す
る
よ
う
災
札
を
各
世
世
帯
に
必
ず
持
げ
で

終
え
ず
心
持
向
け
て
い
ま
す
が
、
い
た
だ
き
ご
協
力
な
お
綴
い
い

皆
さ
ま
の
お
家
の
表
札
の
や
に
た
し
ま
す
。
年
末
に
な
り
ま
す

は
官
く
な
っ
吃
判
鵠
闘
の
難
し
い
と
制
抑
制
札
物
も
滋
加
し
ま
す
の
で

の

も

あ

れ

ば

、

蹴

駄

に

お

な

く

〈

E
i
;

我
中
・
後
築
ヱ
泰

な
り
の
允
仲
仙
の
も
の
役
ぞ
の
ま

ま

に

し

て

い

る

お

後

も

あ

り

ま

よ

様

式

終

わ

る

す
し
、
会
一
時
掛
川
設
礼
役
妨
げ
て
い
我
孫
子
争
時
十
畿
の
山
崎
築
工
事

な
い
お
{
W
れ
も
ご
ざ
い
ま
す
。
は
晶
表
々
進
み
、
，
去
る
十
月
十
一
一

従
来
、
表
札
は
家
長
の
も
の
符
に
は
関
係
者
が
参
列
し
て
、

必
た
け
れ
現
楠
仰
げ
る
習
慣
と
な
っ
て
上
様
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

い

ま

十

が

、

こ

の

た

め

最

近

衿

駁

民

年

金

に

お

に
激
駁
し
て
い
る
交
談
あ
て
の

入
し
家
し
よ
う

郵
制
限
物
な
い
と
も
、
時
吋
に
開
門
設
の

他
の
お
家
へ
側
関
滋
っ
て
お
届
け
終
燃
料
判
例
期
限
周
年
金
mv
加
入
日
崩

し
た
ち
し
て
、
と
ん
だ
ど
注
惑
は
、
諸
国
さ
ん
の
ど
協
力
で
附
順
調

を
・
お
か
げ
L

ず
る
こ
と
も
ど
言
い
に
進
ん
で
お
や
、

M
W
同
月
初
日
現

ま

ず

。

十

位

で

仇

押

印

加

が

の

附

込

み

が

あ

ち

件
付
に
皐
由
中
見
舞
状
、
年
制
料
品
仏
ま
し
た
。
い
ま
ま
匂
に
知
人
総

そ
れ
に
お
後
総
・
小
や
切
削
さ
れ
た
方
に
は
、
チ
レ
ピ

神
間
た
く
出
問
、
ホ
ー
ム
ポ

y
aフ、

ト
ラ

y
ジ
ス
タ
ヲ
ダ
オ
簿
記
伊
あ

た
る
総
せ
ん
券
付
説
明
書
役
祝

叫
刊
し
ま
す
の
で
、
始
せ
ん
日

〈
unmuM緩
ま
で
〉
大
切
に

後
殺
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

時
間
当
者
の
カ
マ
ま
だ
添
込
み

〈詰〉とぴ語ら広

内
押
問
究
授
業
風
後
M

出
燃
北
山
叩
鳩
築
工
事
ば

小
島
ヱ
務
賠
が
落
札

湖
北
や
や
絞
滋
淡
ザ
ム
畿
の
議

員
入
札
HH、
人
紫
綬
安
出
級
会
し

て
去
る
十
同
月
二
十
一
日
に
佼
場

会
談
.
気
で
行
な
わ
れ
、
そ
の
紡

然
、
議
伎
の
小
島
工
務
成
〈
小

数
茂
樹
〉
が
、
三
吉
万
円
で
対
前

礼
し
ま
し
た
。

w
h

ん
ど
め
鰯
附
さ
れ
る
教
内
訟
は

澱
待
問
魚
料
紙
後
、
相
判
ゆ
伊
熊
京
、
音

楽
町
点
、
本
γ
ふ斡作淡
w哉
、
時
間
刀
援

協同友、

γ
ム
佼
ハ
絞
淵
小
山
部
の
中
ハ
教
市
患

で
、
そ
の
商
問
料
棋
は
約
聞
大
気
市
中

力
メ

i
f
ル
〈
約
一
約
八
V
勾〉

ご
す
。

問
ハ
に
際
淡
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
し
、
ま
た
団
地
績
の
傾
向
と

し
て
は
、
齢
制
緩
な
ど
の
呉
動
が

多
い
閥
阿
部
神
で
後
札
が
あ
り
ま
せ

ん
と
復
途
乎
縫
い
な
き
た
ナ
こ

と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
よ
い
か
。

な
ど
の
点
に
つ
い
て
、
料
館
し
会

分
科
会
、
全
体
研
究
、
総
悩
貯
と

終
始
熱
む
に
活
発
に
ム
割
以
伊
緩
後

者
れ
、
叶
盟
会
制
慌
に
募
を
開
閉
じ
ま

し
た
。
と
く
に
文
部
省
調
査
官

務
品
村
栄
潟
允
崎
市
の
「
小
学
校
理

終
に
お
け
る
剣
資
裁
措
帽
に
つ
い

て
」
の
務
淡
が
あ
り
、
巣
市
内
外

遠
く
は
金
沢
市
か
ら
参
築
さ
れ

た
五
百
名
の
先
食
中
点
w
h
脳
内
よ
告

の
お
み
や
げ
に
な
っ
た
こ
と
と

忽
わ
れ
ま
す
。

今
回
開
の
発
表
会
に
つ
い
マ
、

掛
様
々
滋
措
嚇
し
℃
い
た
だ
い
た
系

指
導
中
市
中
市
中
の
品
先
生
、
協
力
負
の

先
生
、

P
T
A
め
方
々
に
淡
く

感
謝
す
る
し
だ
い
で
す
。
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。町の人口事

〈昭和3!Y益事 9f!31 s議室主〉

第 13.3ヲ7入

当と 14.∞ヲ人

数 27.406人

俊帯数 5.品47

と
の
機
会
に
ぜ
ひ
と
も
お
家
総

会
燃
の
巡
礼
な
掲
げ
て
く
だ
さ

い
ま
ナ
ょ
う
跡
許
せ
て
お
媛
い
取

し
ょ
げ
ま
ナ
。

な
お
、
務
執
抑
制
却
で
捻
た
だ
い

ま
岬
慌
時
間
嶋
事
淡
u
?
5
惜
の
五

色
潟
、
9
金

疑

後

議

お

家

族

泰
弘
(
幸
人
賞
百
げ
ま
す
〉
な
川
間

組
問
郎
叫
同
門
で
お
わ
け
し
て
お
り
ま

す
の
句
、
ぜ
ひ
ご
利
回
mに
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

を
し
て
い
な
い
方
法
、
日
以
月
間
即

日
ま
で
議
必
撃
に
畳
間
類
を

出
向
さ
れ
ま
す
と
赦
ぜ
ん
券
を
交

付
い
た
し
ま
す
。

未
亡
人
会
主
僚
の

母

子

生

活

様

談

千
州
議
県
未
亡
人
漆
合
会
の
ふ
ふ

僚
に
よ
れ
ソ
、
次
の
と
お
れ
ツ
母
子

役
級
以
淡
が
行
な
お
れ
ま
す
の

で
、
緩
や
淡
路
の
皆
さ
ま
に
は

お
管
当
一
絡
し
て
い
る
諸
問
題
を

然
務
し
て
、
そ
の
自
立
更
生
の

一
敬
ξ
さ
れ
る
よ
う
ど
利
削
聞
く

だ
さ
い
。

V
日
時

U
R
H純
白
午
必
然
M
N
昨吋

か
ら
午
後
4
袴
ま
で
。

w
v
場
所
柏
間
古
市
役
所
愛
由
民
会
滋

w
v
制
帽
総
事
項
是
主
治
広
お

ゆ
る
湾
問
縦
な
ら
何
ん
で
も

斡
偶
然
で
す
。

な
お
、
判
制
執
附
は
い
っ
さ
い
無
料

で
す
。



ν 
'-

私
た
ち
の
政
治
が
立
仮
に
行

な
わ
れ
る
た
め
に
は
、
選
挙
が

き
れ
い
に
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
選
挙
が
き
れ
い

に
行
な
わ
れ
る
た
め
に
は
、
な

に
は
さ
て
お
い
て
選
挙
が
そ
の

一
規
則
に
従
っ
て
、
正
し
く
行
な

一
わ
れ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
紅

一
年
、
選
挙
の
終
わ
っ
た
あ
と
で
、

報
一
き
ま
っ
た
よ
う
に
金
の
か
か
っ

た
選
挙
で
あ
っ
た
と
い
う
芦
が

た
つ
の
で
す
。
事
実
、
な
げ
か
わ

し
い
こ
と
に
、
選
挙
違
反
は
だ

ん
だ
ん
悪
質
に
な
り
、
ま
た
巧

妙
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
私
た

ち
は
政
治
の
主
人
公
で
あ
っ

て
、
自
分
の
代
表
者
に
金
を
つ

か
わ
せ
る
こ
と
は
、
矛
盾
も
は

な
は
だ
し
い
こ
と
で
す
。
選
挙

は
綾
織
者
や
政
党
が
法
律
で
定

め
た
と
こ
ろ
に
従
っ
て
堂
々
と

述
動
を
行
な
い
、
選
挙
人
は
静

か
に
候
補
者
の
政
見
や
所
属
の

政
党
の
政
策
を
よ
く
し
ら
ベ
、

ま
た
こ
れ
ら
の
人
々
の
巡
動
の

や
り
方
な
ど
に
注
意
し
て
、
選

挙
法
を
守
っ
て
正
し
く
選
挙
運

動
を
す
る
、
信
頼
で
き
る
候
補

者
を
選
挙
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

ひLあ広昭和35年 11月 1日発行

11月勺口__0 口|先月分残り町内及び布佐
1 日 ~5 "引

月円 n 門 I14・1・2-3-4・5・6・7・15区
7日-9町 下ケ戸・東我孫子・采布

10臼-12凶 1区の1聾・6巾白星
J.V~--品川舟戸・繰戸下・南飯塚

口門叩nl 10 ・ 11~1 ・ 11-2 ・ 14区14日-16則
時1--1-- J.U 叶栄町・ 4、暮・日立・石橋

21日-22日|柴崎・城山・青山

24日-26日| 湖北・布佐

28口-30日|布佐・下ケ戸・東我孫子

ーごみ取りについては 1週間 1回行います4

程日り汲み取

(7) 

国民金融公庫の年末融資

国民金滋公wでは、今年も下記のとおり年末高生資を

行なってお9ますから、ど利用なされたい方は産業課

へお出かけください。

φ貸付限度 法人 200万円以内

側人 10()万円以内

20カ月月賦程度

年9分S嵐〈日歩2銭5l忍5毛〉

保託人1名以上、原則とし'"e

tf!保はとりません。ただし

1ω万円以上は銭保が必要で

す。

昭和35年11月初日まで

法

率

件

方済返

利

条

φ
φ
A
V
 

φ申 込 期 限

申
告
所
得
税
第
二
期
分
の

納
税
に
つ
い
て
の
お
願
い

同
国
税
の
納
税
に
つ
き
ま
し
て

h

り
い
た
し
ま
す
か
ら
、
も
よ
り

は
毎
度
ど
協
力
を
い
た
だ
き
浮
の
銀
行
、
郵
便
局
ま
た
は
税
務

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
単
官
の
悠
口
で
お
目
T
U
同
に
お
納
め

と
承
知
の
と
お
り
ロ
月
は
所
く
だ
さ
い
。

得
税
第
2
期
分
の
約
制
別
で
あ
り
納
期
間
棋
の

U
月
初
日
を
過
ぎ

ま
す
の
で
、
口
月

ω羽
の
納
期
ま
す
と
利
子
税
や
延
滞
加
算
税

問
問
ま
で
に
完
仙
制
さ
れ
る
よ
う
お
が
加
算
さ
れ
、
余
分
な
負
担
と

刷
聞
い
い
た
し
ま
す
。
約
付
金
百
は
な
担
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
納
期
内

円
以
丹
羽
目
頃
ま
で
に
、
納
税
額
に
完
叫
制
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い

を
記
入
の
う
え
お
手
元
へ
お
送
た
し
ま
す
。
〈
松
一
戸
税
務
署
)

河
川
敷
の
使
用
は

許
可
を
得
て
か
ら

最
近
、
利
根
川
筋
の
河
川
敷

に
お
い
て
、
許
可
な
く
耕
作
し

ま
た
は
草
地
と
し
て
使
用
し
て

い
る
方
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
河
川
法
お
よ
び
河
川
管
理
規

則
に
違
反
し
ま
す
の
で
、
必
ず

許
可
を
受
け
て
か
ら
使
用
す
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
小
増
築
ヱ
事
は

中
島
組
が
請
負
い

第
一
小
学
校
増
改
築
工
事
請

負
入
札
は
、
十
月
二
十
一
日
佼

場
会
議
室
で
行
な
わ
れ
た
が
、

滋
礼
者
が
な
か
っ
た
の
で
、
十

月
二
十
五
日
話
合
い
に
よ
っ
て

三
一
一
百
万
円
で
中
島
経
ハ
中
島

鶴
之
総
〉
が
請
負
う
こ
と
に
き

ま
り
ま
し
た
。

町
民
運
動
会
聞
く

合
併
後
初
の
町
民
運
動
会
は

町
民
の
続
陵
と
体
育
レ
グ
リ
エ

1
ショ

Y
を
目
的
と
し
て
、
町

主
催
、
町
社
会
教
育
委
員
会
、

町
民
運
動
会
運
営
委
員
会
の
主

管
に
よ
り
、
十
月
三
十
日
我
孫

子
中
学
校
グ
ラ

Y
ド
で
賑
々
し

く
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

車
輔
の
並
進
通
行
区
分
と

交
差
点
の
右
折
方
法
変
わ
る

)
道
路
交
(
優
先
隙
位
〉
は
、
第
一
位
H

か
ら
追
い
つ
い
た
恵
靭
の
割
込

。
」
通
の
中
心
自
動
車
(
自
動
二
輪
及
び
軽
自
み
は
、
い
ま
で
・
も
禁
じ
ら
れ
て

は
な
ん
と
動
車
を
除
く
)
及
び
ト
ロ
リ

1

い
る
が
、
と
ん
ど
は
さ
ら
に
禁

い
っ
て
も
パ
ス
、
第
二
位

1自
動
ニ
翰
及
止
場
所
が
ふ
え
ま
し
た
。
す
な

車
蔚
で
あ
び
軽
自
動
車
、
第
三
位

u
モ
l

わ
ち
、
場
所
を
関
わ
ず
、
乙
の

る

の

で

、

タ

l
パ
イ
グ
、
第
四
位
"
軽
恵
法
律
の
規
定
や
警
察
官
の
命
令

と

の

法

律

相

酬

と

な

っ

て

い

ま

す

。

で

停

止

し

て

い

る

車

綴

の

前

方

で
は
草
稿
つ
ま
り
運
転
者
に
間
関

V
優
先
頗
位
で
特
に
変
わ
っ
た
へ
の
割
込
み
は
全
面
的
に
禁
止

係
の
あ
る
規
定
が
非
常
に
多
く
の
は
、
い
ま
乗
用
車
と
同
額
序
さ
れ
る
。

な

っ

て

い

ま

す

。

の

自

動

二

輪

が

一

段

下

の

限

位

マ

自

動

車

、

第

二

種

原

動

機

付

そ

の

お

も

な

る

も

の

は

に

下

げ

ら

れ

た

と

と

で

す

。

自

転

車

及

び

ト

ロ

り

1
パ
ス
の

V
ワ
歩
行
者
は
右
、
車
馬
は
左
L

V

車
騎
が
並
進
す
る
場
合
の
通
変
差
点
で
の
右
折
方
法
が
変
わ

と
簡
単
に
き
め
で
あ
る
の
が
い
行
区
分
は
、
道
路
の
片
側
の
巾
り
、
こ
れ
ら
の
車
は
原
則
と
し

ま
の
法
律
で
す
が
、
乙
ん
ど
は
が
一
一
一
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
道
路
て
炎
差
点
の
中
心
の
す
ぐ
内
側

車
鞠
は
道
路
の
中
央
か
ら
友
の
で
は
次
の
頗
序
に
な
り
ま
す
。
を
徐
行
す
る
右
内
小
廻
り
と
な

部
分
を
遊
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
①
道
路
中
央
寄
り
の
部
分
が
大
り
ま
す
。
ま
た
、
第
一
稜
原
動

な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た
型
自
動
車
、
普
通
自
動
車
自
機
付
自
転
車
及
び
杭
拍
車
輸
は
、

だ
し
、
道
路
上
に
穴
が
あ
い
て
動
一
一
一
輪
肇
及
び
ト
ロ
リ

I
パ
焚
差
点
の
織
に
よ
っ
て
徐
行
す

い
た
り
、
道
路
工
事
中
で
あ
っ
ス

た
り
、
車
鵡
酬
が
返
る
だ
け
十
分
①
左
側
部
分
の
中
央
が
自
動
二

の
路
巾
が
な
い
場
合
等
は
、
道
輪
、
軽
自
動
及
び
原
動
機
付

路
の
中
央
か
ら
右
の
部
分
を
透
自
転
車

る
乙
と
が
で
き
る
が
、
で
き
る
①
在
側
端
寄
り
が
自
転
車
、
荷

だ
け
「
は
み
出
し
」
を
少
な
く
車
、
リ
ヤ
カ
ー
等
の
軽
車
鞠

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

V
追
越
し
の
と
き
の
危
険
を
防

V
車
翻
酬
が
お
互
い
の
聞
で
道
を
止
す
る
た
め
、
進
路
安
譲
る
義

譲
り
合
っ
て
遊
行
す
る
瀬
序
務
が
明
示
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち

後
頗
位
の
車
問
楠
〈
た
と

入
込
コ
一
一
え
ば
自
動
一
一
一
輪
)
が
先

、
永
劫

E
E
-

頗
位
の
索
繍
(
た
と
え

弘
治
培
R

ば
乗
用
ぎ
に
追
い
つ

、
口
町
怯
V
¥

か
れ
た
と
き
は
、
道
路

¥λ
品

作

い

草

、

の

左

寄

側

に

よ

っ

て

進

~
¥
S白
郊
羽

P

路
を
談
る
。
ま
た
先
頗

-
1

位
の
車
で
も
お
そ
い
速

度
で
引
き
続
き
迩
転
し

よ
う
と
す
る
場
合
は
、

あ
と
か
ら
追
い
つ
い
た

車
に
開
同
じ
よ
う
に
進
路

を
譲
る
。

曹

v
車
鞠
が
交
差
点
の
近

く
で
信
号
待
ち
し
て
い

た
り
、
し
ゃ
断
機
の
あ

る
踏
切
の
直
箭
で
停
止

(8) 
， 
'-びあ幸匝広

混
雑
緩
和
の
た
め
の
錆
霞

古
車
輔
が
道
路
上
で
た
ま
っ
て

交
渇
か
非
常
に
混
雑
し
て
き
た

場
合
、
鵬
首
察
官
は
変
週
の
円
滑

を
図
る
た
め
や
む
を
得
な
い
措

置
と
し
て

マ
そ
の
現
場
に
進
行
し
て
く
る

車
鞠
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
通

行
を
禁
止
す
る
。

V
そ
の
現
場
に
あ
る
車
線
に
対

し
て
後
退
を
命
ず
る
。

V
法
律
で
き
め
ら
れ
て
い
る
正

相
加
の
表
通
方
法
と
異
な

h
も
っ
た
通
行
方
法
を
と
る

喝
、
ょ
う
命
ず
る
。

日
の
三
つ
の
方
法
を
と

寄

る

ζ
と
が
マ
き
る
が
、

告

側

こ

れ

で

も

混

雑

を

緩

和

「

バ

ザ

附

x

で
き
な
い
場
合
に
は
、

J
r
A
J
v
i
-
-
M吋
そ

の

場

に

い

る

関

係

者

;
:
 

h
Y
4
4
M
に
対
し
て
、
重
な
指
一
ホ

ag，i
2
d酬
を
し
て
協
カ
を
さ

r
f
居
住
P
と
と
が
で
き
ま
す
。

;

;
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HZEH-54匂
1

勃
H
7

右
紛
の
や
n涜

る
右
外
大
廻
り
と
な
り
ま
す
。

酒
気
世
帯
び
運
転
は

や

め

ま

し

ょ

う

た
と
え
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
い
な

く
て
も
、
政
令
で
定
め
る
量
以

上
の
ア
ル
コ
ー
ル
分
を
体
内
に

帯
び
て
い
る
と
き
は
車
輸
を
運

転
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

溺
に
酔
っ
て
(
ア
ル
コ
ー
ル

の
影
響
に
よ
り
車
鞠
を
正
し
く

運
転
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
こ

と
〉
い
る
と
き
は
、
い
ま
ま
で
同

様
酔
っ
ぱ
ら
い
運
転
と
し
て
処

罰
さ
れ
ま
す
。
動
計
一
っ
て
い
な
く

て
も
、
一
定
量
以
上
の
ア
ル
ヨ

l
ル
が
体
内
に
あ
る
と
き
は
、

運
転
す
る
こ
と
自
体
は
処
罰
の

対
象
と
は
な
ら
な
い
が
、
ス
ピ

ー
ド
違
反
、
信
号
無
視
な
ど
の

違
反
を
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
違

反
す
る
罰
則
削
の
二
倍
民
ま
で
刑

が
重
く
な
り
ま
す
。

違
法
工
作
物
や
物

件
に
対
す
る
措
鐙

道
路
上
に
違
法
な
工

作
物
や
物
件
が
あ
っ
た
り
、
無

許
可
の
工
事
や
作
業
等
が
行
な

わ
れ
て
い
る
と
き
は
、
警
察
署

長
は
関
係
者
に
対
し
て
こ
う
し

た
道
路
上
の
障
害
物
を
と
り
除

い
た
り
、
エ
警
中
止
命
令
を
出

し
た
り
で
き
る
が
、
さ
ら
に
関

係
者
の
氏
名
や
住
所
が
わ
か
ら

な
い
と
き
は
、
署
長
自
ら
そ
の

工
作
物
や
物
件
を
取
除
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
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